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[ 26 由 斗 ］
町a i h Ac t i v i ty Survey （生活行部IJF!問責） の分析に つ い て s
小池
I . 現在の分析指針 ：
個人、 家族 を 対象 と し て 分析 さ れ た結果 （一 日 の生活時間、 平能性、
l if e  space な ど ） � r 今 を 生 き る j 生 活主体 （ 伺入 、 家扶） を 包み こ む
社会関係 の 誕 の 患 の な かで と ら え な お す こ と 。 ま た 、 そ の 社会 関 誌 の 加
の 自 （ ネ ッ ト ワ ー ク ） 、 そ れ 自 ｛本 を H�H箆ず る こ と 。
II . い く つ か の分析結果 ：
1 . 世帯問 の労働 力 の や り と り （稲作）
�：く 家 の場合 （ 間 1 参照）
日 側処）
／乙 ー 労働力 の提供 と  
と の 関保 ＝コ 同 じ グ ル ー プ町芳 一 タ ム で、  
の ほ う が格 が上 ＝ は i可）





〉；〈 〉；： 共 同作業は 近続出 の 交 捺機会 と し て の意味 も も っ ： 田 植、 メリ り 取 り
の 共 詩 作業 日 （ 世帯外労｛劫 力 が 3 人 ・ 時 間 以 上 の 日 ） 14 臼 の う ち 9 日 で
は 、 世帯外労働力 の容在が作業進行上 で あ ま り 意味 が な い （ 自 家労｛効 力





図 1 . 稲作に お け る 近親世帯 と 家 と の 間 の労引 力 の フ ロ ー
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近親世帯か ら 家へ の フ ロ ー
一一 一一一一”ク 家か ら 近親世帯へ の フ ロ ー





2 . 世帯問 の物の や り と り ・ ． ．
必ず し も 「 交換 」 で は な い （非市場性 を も っ ） 。
A . デ ー タ ： 毎 日 の家計記録 （ 家 と 家 の
デ ー タ が｛史用可能） 、 以下、 家 の事例 を 中心に
述べ る 。
B . ケ ー ス 数 ： 特定 の人へ、 ま た は特定の人か ら の一品 目 の支 出 ま た は
受 け取 り を 1 ケ ー ス と す る と 、 約130ケ ー ス 、 関部世帯
数、 約30戸。 f初創設兄 ： 2特8 )
C . 品 目 ： 日 常的 な 食生 活 に か か わ る も の （表 1 参照）
D . 特 ｛設 ：
a . 近親世帯 7 戸 、 隣人世訪 1 戸 と の 関 で相対的に 多 く み ら れ た 。 農業
で の 共 間 作業 が 時 間 的 に 多 い （ ゆ え に 農業上 の 互 助 関 係 に あ っ た ） 世
去を少
匂f 。
b . 農業 と 密接 に 関連 し た生活事象が契機 と な る こ と が あ る 。
（例） ・ ・ ・ ・ ・ 表2a , 2bを 参照
・ 恵子世搭明明白白ー田植作業 の労働交換 （7 . 25-8 . 15 ） 一一〉揺 め て 叛紫
・ 前安 の長女の長女世帯一－－－m刈時 に 子｛共同志を 中心 と す る 世帯開 のつ
き あ い が強 ま る （耕作水田 が隣践 し て い る た め）
四一四〉や や集 中
－ 隣人世帯一一四 家が稲刈、 脱殺 を 手伝 い ( 12 . 22～1 .  7 )  
パ。 ， E令
四四時時〉 や や集 中
・ 家 と 家一一時畑地で の共同労働 （9. 9～1 0 . 19) 
一ー四四〉野｛繁
農作業 を 手法 っ て も ら っ た お干し と し て のも の （抑 え ば隣人世帯 か ら の 4カ
ソッ7の米） が含 ま れ る が、 そ れ だ け で は な い O 授業 を 契機 と す る 世帯出 の
結合は 、 物 のや り と り に よ っ て さ ら に 強北 さ れ て い る 側面 が あ る 。 農家
か ら 農家へ送 ら れ る 物 は 、 農業 に 関連 し た 日 常生活上の 「 交際費」 的 な
意味 を も っ て い る と 考 え ら れ る 。
』 30 恥
表 1 . 現物交換に 供 さ れ る 品 自 （上位 5 位 ま で ）
)l頃｛立 京 一〉 他世市 他世帯 一〉 �
品 自 叛度 品 思 頗度
% 
8 (13 .  6)  
5 ( 8 .  5)  
5(  8 . 5 )  






ヲサザ、 キュウリ 3 ( 5. 1 )  
% 
バ凡イヤ 24 (32 . 9) 
トウガラシ 1 1 (15 . 1 ) 
女ケノ2 4 ( 5 .  5) 
コ＇）. 4 (  5 . 5) 
イモ、 Phak Kad 4 ( 5 .  5) 
方ムフ］quAAFO
小計 51 (69 . 9) 34 (57. 6) 
表 2 a . 短 期 間 に集 中 し た現物交換
日 付 京 一〉 ｛也世Hr ｛出 世帯 ー〉 家
7ララー、 白 米、 乾燥魚、
トリ肉 (1ピヰ）
7宮内 （2キv)
（淡水生 の ） エピ （2杯）
か肉 （3持）
ランブ『生ン





バ山守 （2） 、対ノコ （3） 、 トウガラシ （7kg） 、
71ラシ （7)
ト ウ-xラシ、 対ノコ
ババイ·v ( 1 )  
;iMr (2)  







主ケ (1 ?? )  
バ凡イヤ ( 1??) 
’ phak poep ’ ( 177ロ）
バJi.<r (2kg) 
< N o .  76 > 
7 . 25 
7 . 26 
7 . 28 
7 . 29 
7 . 30 
8 . 02 
8 . 06 
8 . 07 
8 . 10 
8 . 14 
< No . 171 > 
1 1 . 29 
12 . 1 1  
1 2 . 13 
12 . 20 
<No . 4 >  隣人世帯
12 . 22 一一目 すげ （2主バ）
12 . 25 バ山r ( 2kg) ササゲ （291\)
12 . 26 バMr (lkg) すすザ （DJi)
1 . 08 トリ肉 （1白） 、 八えイヤ （ 1カゴ） コメ （4カソッフ）
四 3 1 -
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拘－－－ m切明叩倫時制時制・・ー ーー ．ー‘・・．働側仇ゆ叩句”伺舗叩句，m－ー－－－－－－ー ーー ーー ーー ・唱国也白峰幽ー －ー －ー－－ー ーー ・ー・ー 何時骨骨・・ー ・ー・ー 旬司叩舟冊目－－－ー ーー 巴ー時・・－－町時帥嶋崎叩恥
表 2 b . 盟期間 に 集 中 し た現物交換
ーー ーー一ーーーーーーーーーーーー品目”ー ーーーー・・ ー四位ー 司事時ー一時白白，，－－－－・．一 ”ーー吟守ー ・ー司．ーー由由時世情ーーーーーーー ・・ ーー一 町 一ー ーーー一一ー一一一 明－－－時時ーー・・ー舟崎伶』－－ー ー山崎ーーー白ーーω ー・・ ーーーーーー司句句”ーーーーーーーー・・・・ー・・ーーー ーーー一 ーー，－－－－
日 付
8 . 17 
8 . 26 
9 . 02 
9 . 05 
9 . 08 
9 . 12 
9 . 20 
9 . 27 




マスヲメロン ｛？） すすゲ （？）




9 . 30 力工ん （0 . 2kg)
1 0 . 05 －－－－－ 魚、 （0 . l kg)  
1 0 . 06 ”一一 魚、 （？）
1 0 . 17 マッシd，叫 （？）
図 2 . 一 日 の作業パ タ ー シ （ 田値） ー 家
6 7 8 13 1 4  1 7  
夫 Pd
－－ ・ ーーーー ・ 由ー－ー ・ ー・・勾ー ・ ーーーー ・ ーー・・ー ・ ーー切ー ・ －－－－－－ー ・ ・・－時四 ・ ーーー・・ ・ ー也知ー ・ 由自ー但 ー －.－
P low ing 
t 朝 t I 昼 t
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＋ ＋ 
牛水
（水牛 の世話 ： 老人 、 子供） 水牛
表 4 . 家 と DH の 親張世帯 と のHNK
作業種別 作業 臼 数 と 労働力 HNK 日 作業 日
先ノすイ家 競技世帯
田描 23 B 犯人 9 日 本2人 （主 に 4 日 28 臼
, ) 
メサ り 取 り 22 日 ヰ2人 34 日 牢2人 （主に 22 日 3 4 B  
. )




I I I I 
－ー鴫即時i I－・・－－同佃畑町幽骨偏旬時曲目備鴫，m 償問司司－I i叩畑町司問問白同叩畑町四”－ －幽
c . 集落 内 で の 日 々 の つ き あ い の な か の互 助 は 、 物 を 時 る と い う 行為 の
背後に在在 し な い 一一一ー〉 農業 で の共 同 （｛劫） と 物 の や り と り と の直接
間 接 の 結 び つ き の ほ う が強 い
〉；〈 家 の生活場面に 顔立主 に 登場す る 世智 （ ？ 戸）
（前委 の ） 娘世帯 3 戸 農業関連 の援劫へ
十 一一〉 農業で の共 同 作業 あ り → の お ネし を 含 め 物 の
娘鰐 の姉世帯 2 戸 や り と り が相対的
に 多 い （表 3 ） 。
世帯主 の弟 の世帯 物 の や り と り は 抵
十 一→ 農業 で の 共同 作業 な し → と ん ど 記 録 さ れ て
隣人世帯 (No . 2) い な い 。
d . 近隣村間 の 物 の や り と り
家 の ほ う が 家 と 比べ て や や 多 い （ 5 ケ ー ス
と 2 ケ ー ス ） －－－－－＞ 村長がも っ 生活行動特性 と し て 、 村 内 は 言 う に 及 ば
ず、 近隣村 ま で も 広が る 社会 関 係 の 広 さ が あ る か ？
3 . 田植作業 の実態 一一目 刈 り 取 り と 比べ て 作業共同 （女性労働力 中
心） へ の プ レ ッ シ ャ ー が大き い
A . 図 2 に 田植時 の作業バ タ ー ン （男 1 ， 女 1 の 労働力 の場合） を 時刻
上へ模式的に 示 す ［ 家で も 問機 の パ タ ー ン が見 ら れ る ］
一 一 一 前提
・ま・
B . 仮 に 田 植作業の実｛効率を 1 と す る と 、 10時間で約900m 2 田植が な さ
れ る 。 ……→ 900m2 の耕起 を 3 時間 で行 う の は容易 （実働率0 . 6で よ
い ） 。 だ が、 田植草前 に あ る 苗取 は 作業進行上 の ネ ッ ク に な る （ 3
時 間 で は 実｛効率1 . 7が要求 さ れ る ）
匂・ こ こ， ＇＼ 、 う 守d棒 、，-a . 杭 ;J,t-f'J I.. "'Z. ·×争1v吊 工 芝 町
ぺ下支 ス ザー ド ＝ , に L Tミ 毛 内 ず丞. � .
同 33 相
表 3 . 近親世帯 と の現物の交j免
－ 也 － － － － － ー． ” 時 “ ー ー ー － － － － － ー ー －‘ “ ー ー ・・ ー ー － － － － ー ー ー ー ・岨 也 ・・ ー ” ー ー “ ・． ー 時也 『 叩 ・・ ー ー ー 也 ・ー ー ー － － － － － － ー ー ー ” ー ー ・． ー
ー ー 匂 － － 叩 舗 自 由 也 句 ” 司 自 白 崎 山 崎 司 ー ・． 也 － － ー ー ー ー ー ー ー ー 句 ” 司 ー 白 骨 叩 嶋 崎 － － 匂 ー ー ー －・ － － － ー ー ー ー ・ー ー 司 自 “ 自 信 ー － － － －ー ー 品 位 ー ー
日 付
< N o .  26> 
7 . 22 
7 . 30 
8 . 10 
1 0 . 15  
1 2 . 04 
1 2 . 07 
3 . 05 
< No .  36 > 
7 . 20 
1 . 10 
1 . 1 2 
くHo . 138>
8 . 20 
11 . 26 
1 2 . 04 
12 . 23 
1 . 06 
く れo . 172 >
7 . 22 
8 . 14 
8 . 17 
10 . 08 
1 1 . 22 
1 . 16 
< No . 47> 
7 . 1 9 
8 . 17 
8 . 26 
8 . 28 






バJ\イヤ （2kg） 、 Phak Kad (l 生八）
ウ晶子米 (l r.-1) 
次女世帯
長女世帯
マスヲメロン （4） 、 トウモロコシ （2??)
Phak Kad (l生バ）




Phak Kad ( 1  $Z/\) 
娘婿 の姉世帯
バパイV (3)
｛む i止措 …〉 家
ポッ7 ・ コ”ン
魚、 （ 0 . 2kg) 
モf＇；長 (1ハ目－J)
自 況と (} IJッ トん｝
魚 （0 . 5kg) 
村マイモ （2カシ） 、 才品チン (1カン） 、 砂1Jli ( 1kg) 
7ララ叫 （0 . 3kg)
J魚、 （ 0 . 2kg) 
魚、 （0 . 2kg)
Phak Kad (2生J\)
ヘチマ （3？？ ） 、 マスヲメロン ( 1 )
t.:.l ( 17知）
’ kra t i p  khao ’ 
7ララ『 （0 . 5kg) 
す吋 （1 )
7ララ目 ( 1kg)
キェウI} ( lQ )  
キュウリ （6)
キエウ1) (6) 
得 司 由 時 句 ” “ ー ー ・・ ー ー・ ー ー 也 ー ー － － ・－ － － － － ・・ 目 白 色 ー ー ー “ 自 情 ” ー ー ー ー ー ー ー － － － － ー ー 山 崎 － － － ー ー ー ・． 也 勾 ー ー ー ー ー ー ・・ ー ー －－
m 明 細 司 叫 勾 自 信 但 軒 町 四 句 ” “ ” “ ー ー ”“ 色 目 切 畑 山 句 ” ー － － －幡町 ω ．岡 崎 叩 目 白 幽 崎 町 明 叩 由 也担 問 情 司 白 鳥 田 ー ω 旬 開 司 由 自 由 句 叩 倫 明” “ ー 司 句 白 戸 間
- 34 時
句”・・・・ー・・ー・・ーーーーー －ー－－ー・．ー 也ーーーωω ”ー“ ω 一ー品切骨骨・－－－曲目ー 白ー白色叩・・ーーー －ー－－－ーーー岳山－－－ーーー司明白6 ・ー
C .  B の共同作業の あ り 方へ の影��
・ 田制 II寺W1 に お い て 、 実 際 に 袈 がwt院 に 費 や し た II寺 rm は 夫 がVI：起 （ 2 回
目 ） に 費 や し た時間 の約1 . 6倍 （ 家） 、 2 倍 家） に
な っ て い る 。
－ 田槌 に 世諮外 労働力 を 利用す る と き 、 苗取 を セ ッ ト に し て 考 え る 必要
が生ず る 。 ゆ え に 、 家 が労働交換 を し た 恵 子世帯か ら の 労 働
力 （ 時 間 ） は 、 耕起 ： o . 苗i夜 ： 17 1時間 50分 で あ る 。 ま た 、 家
は NSB の 田i笹 II寺 に 雇用労働力 を 用 い て い る が い ずれ も 女性 で あ る 0
4 .  HNKの実態 （ 家 と DH の親族世帯 の事例 －－HNK Baeng Kan K i n)  
表 4 を 参H長
－ 労働 配分 ・ ・ ・ 等 し く な る よ う に 、 労働力 の 割 当 て （親族世 帯 の ほ う
が労磁 力 が豊 富 ） 、 作栄 ス ケ ジ ュ ー ル （両 世帯 と も 抱所 に 耕作水 田 を も
っ ） が組 ま れ る 。
・ 共同 作業 ・ ・ ・ と く に 田植時期 で少 な い （第一期 ： 親族世帯が担 当 、
家 は出耕作 、 第ニ期 ： 家 が担 当 ） 。 刈 り 取 り 時期 で
家が討SB の作業か ら 抜 け て い る の は 陀で のii史援 の た め 。
11[ . 現在進行 中 の分析、 作業 （ デ ー タ 入力 ）
1 . 行 動領域別 （労劫中心） 、 メ ン バ ー 別 の社会関係の広が り
一一全体 の イ メ ー ジ は須羽 の レ ジ ュ メ 一 一〉 「溜作が中軸 を な す？J
2 . 、 、 家 「 だ れと j デ ー タ の
入力 （ 百 標 ： 今年度中 ）
- 3r; -
